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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両方とも選択的に制御されることができる異なる種類の少なくとも１つの近紫外線発光
の第１のＬＥＤ及び１つの第２のＬＥＤと、
　前記２つのＬＥＤによって照射されるバルブの表面に配されている赤色発光層と、
を有し、
　前記赤色発光層が、６００ｎｍと６８０ｎｍとの間で発光する、白色ＬＥＤ光源。

【請求項２】
　透明なバルブを更に有し、
　前記第１のＬＥＤ及び前記第２のＬＥＤが前記バルブ内に取り付けられ、
　前記赤色発光層が前記バルブの表面上に配されていることを特徴とする、請求項１に記
載の白色ＬＥＤ光源。
【請求項３】
　前記バルブが、反射コーティングによって少なくとも部分的に覆われていることを特徴
とする、請求項２に記載の白色光源。
【請求項４】
　前記バルブが、円錐形状のリフレクタランプを有することを特徴とする、請求項２に記
載の白色ＬＥＤ光源。
【請求項５】
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　前記第１及び第２のＬＥＤはヒートシンク上に取り付けられていることを特徴とする、
請求項１に記載の白色ＬＥＤ光源。
【請求項６】
　前記第１のＬＥＤが、約３７０ｎｍ乃至４００ｎｍの範囲における放出ピークを有する
ＬＥＤであることを特徴とする、請求項１に記載の白色ＬＥＤ光源。
【請求項７】
　前記第２のＬＥＤが、約４００ｎｍ乃至４８０ｎｍの範囲に放出ピークを有する、青色
発光ＬＥＤ、又は、約５２０乃至５６０ｎｍの範囲に放出ピークを有する、緑色発光ＬＥ
Ｄであることを特徴とする、請求項１に記載の白色ＬＥＤ光源。
【請求項８】
　前記第２のＬＥＤが、白色発光蛍光体変換ＬＥＤ又は緑色発光蛍光体ＬＥＤであること
を特徴とする、請求項１に記載の白色ＬＥＤ光源。
【請求項９】
　前記赤色発光層は、前記第１及び第２のＬＥＤのうちの１つの放出スペクトルを吸収す
る少なくとも１つの発光材料を有することを特徴とする、請求項１に記載の白色ＬＥＤ光
源。
【請求項１０】
　前記赤色発光層は、赤色発光材料、特に、一般式
（Ｓｒ１―ｘ―ｙＣａｘＢａｙ）２－ｚＳｉ５Ｎ８：Ｅｕｚ（０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、
０．１≦ｚ≦２）、
（Ｓｒ１―ｘＣａｘ）Ｓ：Ｅｕ（０≦ｘ≦１）、
（Ｓｒ１―ｘ―ｙＣａｘＢａｙ）３―ｚＳｉ２Ｎ２Ｏ４：Ｅｕｚ（０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦
１、０．１≦ｚ≦３）、
ＣａＡｌＳｉＮ３：Ｅｕ、
ＭＬｎ１―ｚ（Ｍｏ１―ｘＷｘ）２Ｏ８：Ｅｕｚ（ここで、Ｍ＝Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、
Ｃｓ及びＬｎ＝Ｙ、Ｌａ、Ｇａ、０≦ｘ≦１、０．１≦ｚ≦１）、
Ｌｎ２―ｚ（Ｍｏ１―ｘＷｘ）２Ｏ９：Ｅｕｚ（ここで、Ｌｎ＝Ｌａ、Ｇｄ、Ｌｕ、０≦
ｘ≦１、０．２≦ｚ≦２）、又は
Ｌｎ２―ｚ（Ｍｏ１―ｘＷｘ）３Ｏ１２：Ｅｕｚ（ここで、Ｌｎ＝Ｌａ、Ｇｄ、Ｌｕ、０
≦ｘ≦１、０．２≦ｚ≦２）、
による組成物を含む赤色発光材料を有することを特徴とする、請求項１に記載の白色ＬＥ
Ｄ光源。
【請求項１１】
　前記赤色発光層が、緑色から黄色の発光材料、特に、一般式
（Ｓｒ１―ｘ―ｙＣａｘＢａｙ）２ＳｉＯ４：Ｅｕ（０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１）、
（Ｓｒ１―ｘＣａｘ）Ｓｉ２Ｎ２Ｏ２：Ｅｕ（０≦ｘ≦１）、
ＳｒＬｉ２ＳｉＯ４：Ｅｕ、
（Ｙ１―ｘ―ｙ―ｚＬｕｘＧｄｙＴｂｚ）３（Ａｌ１―ａＧａａ）５Ｏ１２：Ｃｅ（０≦
ａ≦１、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１）、
Ｙ３Ａｌ５―ｘＳｉｘＯ１２―ｘＮｘ：Ｃｅ、又は
ＣａＡｌＳｉＮ３：Ｃｅ、
による組成物を含む緑色から黄色の発光材料を有していることを特徴とする、請求項１に
記載の白色ＬＥＤ光源。
【請求項１２】
　調光によるレッドシフトを示すことを特徴とする、請求項１に記載の白色ＬＥＤ光源。
【請求項１３】
　前記第１のＬＥＤ及び前記第２のＬＥＤそれぞれに供給される電力を個々に制御する制
御及び電力供給ユニットを有することを特徴とする、請求項１に記載の白色ＬＥＤ光源。
【請求項１４】
　前記制御及び電力供給ユニットは、前記白色ＬＥＤ光源が調光状態に設定される場合、
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　前記第１及び第２のＬＥＤの一方に供給される電力を減少し、
　前記第１及び第２のＬＥＤの他方に供給される前記電力を、実質的に保持する、
ことを特徴とする、請求項１３に記載の白色ＬＥＤ光源。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも２つの発光ダイオード（ＬＥＤ）を有する白色光源に関する。
【背景技術】
【０００２】
　国際特許出願公開第００６３９７７Ａ１号パンフレットは、透明な白熱ランプバルブに
おける青色ＬＥＤを有する光源を開示している。この光源は、従来の白熱ランプのフィラ
メントのように螺旋状に配されている変換材料と前記透明なバルブの内側に配されている
反射コーティングとを更に有している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この背景に基づいて、本発明の目的は、ＧＬＳ（一般照明サービス）のランプの外観を
有する代替的な光源であって、この光源が屋内の用途にかなり適している一方で、従来の
白熱ランプよりも低い電力消費を有していると共に、調整可能な色温度を提供することが
好ましい、光源を提供することにあった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、添付の請求項１に記載の白色ＬＥＤ光源及び添付の請求項４に記載の白色
ＬＥＤ光源によって達成される。好ましい実施例は、添付の従属請求項に開示されている
。
【０００５】
　本発明の第１の見地によるこの白色ＬＥＤ光源は、以下の構成要素を有している：
  ａ）これを介して前記光源が光を発することができる透明なバルブ。少なくとも前記バ
ルブの一部は、オプションとして反射コーティングを有しても良い。
  ｂ）少なくとも１つ第１のＬＥＤ及び１つの第２のＬＥＤであって、これらの少なくと
も２つのＬＥＤは異なる種類（即ち異なる放出特性）のものであり、述したバルブ内に取
り付けられている。
  ｃ）前記バルブの表面（典型的には、内部）に配置されている発光層であって、この表
面全体又は少なくとも一部を覆っており、前記第１の及び／又は前記第２のＬＥＤからの
光を異なる（通常は、より長い）波長に変換することができる発光層。
【０００６】
　前記光源のこのバルブは、好ましくは、ＧＬＳそっくりの形状（例えば、球体／楕円体
又は西洋ナシのような形状）を有する。このバルブは、特に（部分的に）反射コーティン
グを備えている場合、更に、用語リフレクタランプ又はＰＡＲランプの下で知られている
円錐形状を有していても良い。このバルブは、好ましくは、従来の白熱ランプのための規
格ソケットを備えている。
【０００７】
　上述の光源は、原色光源として電力効率的で堅牢で安価なＬＥＤを使用するための有利
な点を有する一方で、従来の白熱ランプのような外観及び振る舞いを有して設計されるの
を可能にする。２つの異なるＬＥＤ及び付加的な発光層のこの使用は、優れた特性を有す
る全体的な発光スペクトルをアーカイブするのを可能にする。前記発光層が、前記バルブ
の表面に配されているので、前記発光材料のための付加的な担体は、必要ではなく、この
放出は、空間的に非常に均一にされることができる。
【０００８】
　第２の見地によれば、本発明は、以下の構成要素を備えるＬＥＤ光源を有している。
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  ａ）両方とも選択的に（即ち、互いから独立に）制御されることができる異なる種類の
少なくとも１つ近紫外線発光の第１のＬＥＤ及び１つの第２のＬＥＤ。
  ｂ）２つのＬＥＤによって照射される表面に配置されている赤色発光層。
【０００９】
　オプションとして、この白色ＬＥＤ光源は、付加的に、本発明の第１の見地によるＬＥ
Ｄ光源のフィーチャを有してもよく、即ち前記発光層は、透明なバルブ上に配されていて
も良い。
【００１０】
　前記第２のＬＥＤ光源の全体の光出力は、実際には、直射的なＬＥＤの光と前記励起さ
れた発光層の赤色光との両方の混合であるように、前記第１及び第２のＬＥＤの個々の活
動に関する好ましい仕方に依存する。前記２つのＬＥＤを選択的に制御することにより、
従って、全体的な光出力が、所望の通りに調整されることができる。赤色の発光層は、例
えば、添付の請求項１０に記載の発光材料（例えば、ＬｉＥｕＭｏ２Ｏ８）を有していて
も良く、前記発光材料は、前記励起波長に関係なく安定な発光スペクトルを有しており、
紫外線（例えば、３９５ｎｍ）によって、及び（例えば、幾つかの白色ＬＥＤにおいて使
用される）約４６５ｎｍの範囲又は前記蛍光体材料が励起されることができる他のスペク
トル範囲（例えば、約５４０ｎｍ（図２参照））を覆うように仮定される場合には前記第
２のＬＥＤの光によって、励起される。結果として、遠い場所（例えば、バルブ内部）に
配されているＬｉＥｕＭｏ２Ｏ８層は、両方のＬＥＤの放出によって励起される。この場
合、前記ＬＥＤ間の輝度のバランスを変化させると、（白色ＬＥＤ及び紫外線の望まれて
いる漏出光を含む）混合された光出力を変化させる。オプションとして、紫外線によって
あまり励起されない緑色から黄色の発光層が、付加されることができる。
【００１１】
　以下において、本発明の第１及び第２の見地の両方によるＬＥＤ光源に関連する本発明
の様々なオプションの実施例が、記載される。
【００１２】
　従って、前記光源のＬＥＤは、好ましくは、前記ランプの操作の間に損失される電力を
効率的に取り除くためのヒートシンク上に取り付けられている。
【００１３】
　本発明の好ましい実施例によれば、前記第１のＬＥＤは、近紫外線（紫外線）発光ＬＥ
Ｄ、詳細には、約３７０から約４００ｎｍまでの範囲における発光ピークを有するＬＥＤ
である。
【００１４】
　本発明の他の一実施例において、好ましくは、上述したものと組み合わせられても良く
、前記第２のＬＥＤは、青色発光ＬＥＤであり、特に、約４００ｎｍから約４８０ｎｍの
範囲における発光ピークを有するＬＥＤである。調光により、この青色ＬＥＤは、この用
途において望ましいように、色温度（暖かい白色外観）と全体的な輝度との両方を減少さ
せる。代替的には、前記第２のＬＥＤは、緑色発光ＬＥＤでも良く、特に、約５２０ｎｍ
から約５６０ｎｍの範囲における発光ピークを有するＬＥＤである。
【００１５】
　本発明の更に別の実施例によれば、前記第２のＬＥＤは、白色発光蛍光体変換ＬＥＤ又
は緑色発光蛍光体変換ＬＥＤである。このようなＬＥＤは、特に、前述の近紫外線発光の
第１のＬＥＤと組み合わされることができる。
【００１６】
　この発光層は、好ましくは、前記２つのＬＥＤの一方又は両方の発光スペクトルに適合
する、好ましくは、高いエネルギにおいて発光するものに適合する吸収特性を有する少な
くとも１つ発光材料を有する。この層は、２つの異なる発光材料をオプションとして有し
ても良く、前記発光材料の各々は、前記２つのＬＥＤのうちの１つに最適に適合する。
【００１７】
　この発光層は、特に、赤色発光材料を有していても良く、例えば、一般式（Ｓｒ１―ｘ
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―ｙＣａｘＢａｙ）２－ｚＳｉ５Ｎ８：Ｅｕｚ（０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０．１≦ｚ≦
２）、（Ｓｒ１―ｘＣａｘ）Ｓ：Ｅｕ（０≦ｘ≦１）、（Ｓｒ１―ｘ―ｙＣａｘＢａｙ）

３―ｚＳｉ２Ｎ２Ｏ４：Ｅｕｚ（０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０．１≦ｚ≦３）、ＣａＡｌ
ＳｉＮ３：Ｅｕ、ＭＬｎ１―ｚ（Ｍｏ１―ｘＷｘ）２Ｏ８）：Ｅｕｚ（ここで、Ｍ＝Ｌｉ
、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ及びＬｎ＝Ｙ、Ｌａ、Ｇａ、０≦ｘ≦１、０．１≦ｚ≦１）、Ｌ
ｎ２―ｚ（Ｍｏ１―ｘＷｘ）２Ｏ９：Ｅｕｚ（ここで、Ｌｎ＝Ｌａ、Ｇｄ、Ｌｕ、及び０
≦ｘ≦１、０．２≦ｚ≦２）、又はＬｎ２―ｚ（Ｍｏ１―ｘＷｘ）３Ｏ１２：Ｅｕｚ（こ
こで、Ｌｎ＝Ｌａ、Ｇｄ、Ｌｕ、及び０≦ｘ≦１、０．２≦ｚ≦２）による合成物を含む
材料を有していても良い。
【００１８】
　本発明の他の実施例によれば、前記発光層は、緑色から黄色の発光材料を有しており、
特に、一般式（Ｓｒ１―ｘ―ｙＣａｘＢａｙ）２ＳｉＯ４：Ｅｕ（０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦
１）、（Ｓｒ１―ｘＣａｘ）Ｓｉ２Ｎ２Ｏ２：Ｅｕ（０≦ｘ≦１）、ＳｒＬｉ２ＳｉＯ４

：Ｅｕ、（Ｙ１―ｘ―ｙ―ｚＬｕｘＧｄｙＴｂｚ）３（Ａｌ１―ａＧａａ）５Ｏ１２：Ｃ
ｅ（０≦ａ≦１、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１）、Ｙ３Ａｌ５―ｘＳｉｘＯ１２

―ｘＮｘ：Ｃｅ、又はＣａＡｌＳｉＮ３：Ｃｅ、による合成物を有する材料を有している
。
【００１９】
　このＬＥＤ光源は、更に、好ましくは、調光による（即ち両方のＬＥＤへの又は少なく
とも前記第２のＬＥＤへの電力供給を減少させることによる）全体的な発光スペクトルの
レッドシフトを示すように、設計される。このことは、前記光源を、特に、このような白
熱ランプの調光の振る舞いが望まれている屋内の照明目的に適切なものにする。
【００２０】
　このＬＥＤ光源は、好ましくは、前記第１のＬＥＤ及び前記第２のＬＥＤそれぞれに供
給される電力を個々に制御する制御及び電源ユニットに結合されている。従って、前記光
源の輝度及び色の独立制御が、可能になる。
【００２１】
　上述の制御及び電源ユニットは、好ましくは、前記光源が調光状態に設定される場合、
  ａ）前記少なくとも２つのＬＥＤの一方に供給される電力を減少させ、
  ｂ）前記少なくとも２つのＬＥＤの他方に供給される電力を実質的に一定に保持する。
【００２２】
　本発明のこれら及び他の見地は、以下に記載される実施例を参照して、明らかになり、
説明されるであろう。これらの実施例は、添付図面の助けを借りて一例として記載される
であろう。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明によるＬＥＤ光源を通る断面図を模式的に示している。
【図２】ＬＥＤ光源のバルブの内側のコーティングとして使用されることができる発光材
料の吸収及び発光スペクトルを示している。
【図３】ＬＥＤ光源において使用されることができるＬＥＤの発光スペクトルを示してい
る。
【図４】ＬＥＤ光源において使用されることができるＬＥＤの発光スペクトルを示してい
る。
【図５】調光の異なる度合いに関する本発明による光源の全体的な発光スペクトルを示し
ている。
【図６】調光の異なる度合いに関する本発明による光源の全体的な発光スペクトルを示し
ている。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　添付図面における類似の符号は、同一又は類似の構成要素を参照している。
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【００２５】
　無機ＬＥＤは、フリッカを伴わない、任意の色の調整又は任意の調光のような、新しい
フィーチャを有する光源を可能にしている。無機ＬＥＤは、典型的には、単一の色を発す
るので、赤色、緑色及び青色ＬＥＤを組み合わせ、動的に制御可能な光源を得るように、
第２のレンズによって発せられた光を混合することができる。従って、この概念は、非常
に効率的で、色調整可能な光源をもたらすが、高い演色評価数（ＣＲＩ）は、ＡｌＩｎＧ
ａＰ及びＡｌＩｎＧａＮのＬＥＤのやや狭い放出帯域により、４つ又は５つの異なるＬＥ
Ｄ種類の利用によって（例えば、赤色、オレンジ色、黄色、緑色及び青色ＬＥＤの組合せ
によって）得られることができるのみである。このことは、必要とされる駆動エレクトロ
ニクスの複雑さが、ＬＥＤの種類の数と共に増大するので、深刻に不利な点である。これ
らの問題を回避するために、白色のＬＥＤ光源を、単一のＬＥＤの種類（例えば、青色発
光ＩｎＧａＮダイ）及び１つ又は２つの発光性の組成物（例えば、ＹＡＧ：Ｃｅ及びＣａ
Ｓ：Ｅｕ）を含む、色変換器に基づかせることが可能である。
【００２６】
　照明によるエネルギの消費を減少するために、他の光源との、特に、省エネルギランプ
（ＣＦＬｉ）又はＬＥＤとのＧＬＳ（一般照明サービス）ランプの置換が、高く望まれて
いる。しかしながら、ＣＦＬｉランプの光は、しばしば、これらの異なる色点及び非常に
異なる発光スペクトルのために、ＧＬＳランプとは大きく異なって（不快に）知覚される
。
【００２７】
　従って、本発明は、２つのＬＥＤの種類を有するＬＥＤ光源と、１つ又は２つの発光性
組成物を有する発光層とを提案する。この光源は、好ましくは、ＧＬＳそっくりの形状を
有しており、この構成要素（ＬＥＤ、蛍光体）は、得られるＬＥＤランプが、調光による
白い色点のレッドシフトを示すような仕方において選択される。
【００２８】
　このようなＬＥＤ光源１００の例示的な実施例は、図１に模式的に示されており、
－　原色の光源としての２つの異なる種類のＬＥＤ２１、２２。典型的には、ヒートシン
ク１１と組み合わされてＬＥＤマウント１２上に取り付けられている、複数の３乃至１２
個のＬＥＤが設けられている。
－　白熱ランプに類似している形状を有するガラス又は可塑性の（透明なポリマ）バルブ
４０。
－　白色のランプスペクトルを達成するために、バルブ４０の内側に被覆されている発光
層３０。
を有する。
【００２９】
　この２つのＬＥＤ２１、２２は、（光源１００の一部として又は外付けの構成要素とし
て考えられ得る）制御及び電源ユニット５０に接続されており、制御及び電源ユニット５
０によって、この２つのＬＥＤ２１、２は、電力を個々に供給される。更に、前記バルブ
は、前記発光層も他の表面上に配されているかもしれないので、前記ランプの必須の構成
要素ではないことに留意されたい。
【００３０】
　第１のＬＥＤ２１は、３７０ｎｍと４００ｎｍとの間に放出ピークを有する近紫外線Ｌ
ＥＤの種類である。３９５ｎｍにおける放出ピークを有するこのＬＥＤに関する典型的な
スペクトルは、図４（垂直軸：規格化された放出強度 Ｉ ；水平軸：波長λ）における左
側の曲線によって示されている。
【００３１】
　第２のＬＥＤ２２は、４６０ｎｍと４７０ｎｍとの間にピークの放出を有する青色ＬＥ
Ｄであっても良い。４６５ｎｍにおいてピークを有するこのＬＥＤに関する典型的なスペ
クトルが、図４における右側の曲線によって示されている。 
【００３２】
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　代替的には、第２のＬＥＤ２２は、式（Ｙ１―ｘ―ｙ―ｚＬｕｘＧｄｙＴｂｚ）３（Ａ
ｌ１―ａＧａａ）５Ｏ１２：Ｃｅよるガーネット型の蛍光体を有する白色蛍光体変換ＬＥ
Ｄであっても良い。（Ｙ，Ｇｄ）３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅを有するクールホワイト発光蛍光
体変換ＬＥＤの発光スペクトルは、図３に示されている（ｘ＝０．３６０、ｙ＝０．３７
８、Ｔｃ＝４６００Ｋ）。
【００３３】
　発光層３０は、１つ又は２つの発光性組成物を有し得る。１つの発光性組成物が、ガラ
スバルブ４０のコーティング３０として設けられているのみである場合、この応答は、よ
り高いエネルギにおいて発光するＬＥＤの種類の発光スペクトルに最適化される。２つの
発光性組成物が設けられる場合、前記第１の発光性組成物の応答は、第１のＬＥＤの種類
に最適化され、前記第２の発光性の組成物の応答は、第２のＬＥＤ種類に最適化される。
【００３４】
　図２は、例えば、近紫外線ＬＥＤ（３７０―４００ｎｍ）によって、及び４６５ｎｍ又
は５４０ｎｍ（発光層３０の構成要素として使用されることができる）によって、広範囲
において励起可能な典型的な赤線発光蛍光体（ＬｉＥｕＭｏ２Ｏ８）の発光スペクトル（
ｅｍ）及び励起スペクトル（ｅｘｃ）を示している。
【００３５】
　ＬＥＤ光源１００の構造に関する以下の選択肢は、特に好まれている。
【００３６】
　ａ）紫外線＋青色ＬＥＤ：
  ＬＥＤ光源の第１の実施例は、近紫外線ＬＥＤ２１（３７０―４００ｎｍ）と、青色Ｌ
ＥＤ２２（４６０―４７０ｎｍ）と、２つの発光組成物を有する発光層３０とを有する。
  発光組成物は、式：
－　（Ｓｒ１―ｘ―ｙＣａｘＢａｙ）２ＳｉＯ４：Ｅｕ
－　（Ｓｒ１―ｘＣａｘ）Ｓｉ２Ｎ２Ｏ２：Ｅｕ
－　ＳｒＬｉ２ＳｉＯ４：Ｅｕ
－　（Ｙ１―ｘ―ｙ―ｚＬｕｘＧｄｙＴｂｚ）３（Ａｌ１―ａＧａａ）５Ｏ１２：Ｃｅ
－　Ｙ３Ａｌ５―ｘＳｉｘＯ１２―ｘＮｘ：Ｃｅ
－　ＣａＡｌＳｉＮ３：Ｃｅ
のうちの１つによる４６０－４７０ｎｍの励起によって効率的に発光する（例えば、約５
２０―５８０ｎｍの範囲における自身のエネルギの約５０％よりも多く発光する）緑色か
ら黄色―オレンジ色の蛍光体である。
  前記第２の発光組成物は、式：
－　（Ｓｒ１―ｘ―ｙＣａｘＢａｙ）２Ｓｉ５Ｎ８：Ｅｕ
－　（Ｓｒ１―ｘＣａｘ）Ｓ：Ｅｕ
－　（Ｓｒ１―ｘ―ｙＣａｘＢａｙ）３Ｓｉ２Ｎ２Ｏ４：Ｅｕ
－　ＣａＡｌＳｉＮ３：Ｅｕ
－　ＭＥｕ（Ｍｏ１―ｘＷｘ）２Ｏ８（ここで、Ｍ＝Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ）
－　Ｌｎ２（Ｍｏ１―ｘＷｘ）２Ｏ９：Ｅｕ（ここで、Ｌｎ＝Ｌａ、Ｇｄ、Ｌｕ）
－　Ｌｎ２（Ｍｏ１―ｘＷｘ）３Ｏ１２：Ｅｕ（ここで、Ｌｎ＝Ｌａ、Ｇｄ、Ｌｕ）
のうちの１つによる３７０―４００ｎｍの励起により効率的に発光する赤色発光蛍光体（
６００－６８０ｎｍである。
  図５は、このような、４６５ｎｍ発光の（Ｉｎ，Ｇａ）ＮのＬＥＤ、３９５ｎｍ発光の
（Ｉｎ，Ｇａ）ＮのＬＥＤ、及びこの駆動条件の関数（function）としてのＹ３Ａｌ５Ｏ

１２：Ｃｅ及びＬｉＥｕＭｏ２Ｏ８を有する発光層を有するような白色ＬＥＤ光源の発光
スペクトルを示している。この図に関して、全ての紫外線光が、前記発光層又は前記バル
ブによって吸収されると仮定される。
  前記青色ＬＥＤの調光は、この用途において望まれているように、色温度及び全体的な
輝度の両方を減少する。このことは、以下の事実によって達成される：紫外線範囲のこの
励起エネルギは、青色ＬＥＤが調光されるのみである一方で紫外線ＬＥＤが一定の出力で
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クトルは、前記紫外線励起による発光が、前記青色励起による発光に対して優性である仕
方において配されている。従って、前記青色及び黄色から緑色の発光（ガーネット蛍光体
）の著しい減少が存在する一方で、赤色発光（例えば、ＬｉＥｕＭｏ２Ｏ８）は、実質的
に安定性である。この演色評価数は、８０と８５との間の全ての色温度に関するものであ
る。
【００３７】
　ｂ）紫外線＋白色ＬＥＤ：
  ＬＥＤ光源の第２の実施例は、近紫外線ＬＥＤ２１（３７０―４００ｎｍ）と、白色Ｌ
ＥＤ２２（４６０－４７０ｎｍｎチップ＋黄色ガーネット型の蛍光体）と、ただ１つの発
光組成物を含む発光層とを有する。この発光組成物は、上述したような赤色帯域又は線発
光蛍光体である。
  図６は、（Ｙ，Ｇｄ）３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ蛍光体を含む白色発光蛍光体変換（Ｉｎ，
Ｇａ）ＮのＬＥＤと、３９５ｎｍの発光（Ｉｎ，Ｇａ）ＮのＬＥＤと、駆動条件の関数と
してのＬｉＥｕＭｏ２Ｏ８を有している発光層とを有するような白色ＬＥＤ光源の発光ス
ペクトルを示している。白色ｐｃＬＥＤの調光は、３９５ｎｍの紫外線ＬＥＤ（ＬｉＥｕ
Ｍｏ２Ｏ８蛍光体を主に励起する）の束が同じに留まるので、色温度を減少する。この演
色評価数は、８０と８５との間の全ての色温度に関するものである。
【００３８】
　上述のＬＥＤ光源の有利な点は、白熱及びハロゲンランプから知られているものに類似
する白色光を発し、駆動電流（調光）の減少が、クールホワイトからウォームホワイトま
で前記ランプの色温度をずらすことにある。このことは、特に、屋内の照明用途に有利で
ある。更に、このようなＬＥＤ光源の発光効率は、調光により大幅に低下されるものでは
なく、従って、白熱、ハロゲン及び蛍光ランプから知られているものとは対照的である（
前記ＬＥＤの効率は、より低い駆動電流に向かって増大さえするかもしれないのに対し、
この電子機器は、非常に低い調光レベルにおいては、あまり効率的でないかもしれない）
。
【００３９】
　上述の光源は、
－　深い赤色、肌色、茶色及び／又はベージュ色が均一に描かれなければならない環境、
－　快適な（例えば、キャンドルライト）雰囲気が大きく重要である環境、及び／又は
－　白熱ランプのような調光の振る舞いが必要とされる環境、
において特に利用可能である。
【００４０】
　最後に、本出願において、「有する」なる語は、他の要素又はステップを除外するもの
ではなく、単数形の構成要素は、複数の構成要素を排除するものではなく、単一のプロセ
ッサ又は他のユニットが、幾つかの手段の機能を果たしても良いことが指摘される。
【００４１】
　本発明は、各々のあらゆる新しい特徴的なフィーチャと、特徴的なフィーチャの各々の
あらゆる組合せとにある。更に、添付請求項の符号は、これらの範囲を制限するものとし
て解釈されてはならない。
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